
 
 

②L2 と L3 の間の横方向

のルート（例） 

・L2 と L3 の間の縦方向又は横方向の

ルートについては、全体的に地形の

起伏等があり、薄暗い環境のなか、

踏み跡がなく安全に歩きにくい状況

であるため、一定速度で一定範囲を

確認しながら歩くセンサス調査は難

しい状況である。 

・事後調査における検証を考慮し、計

画地内中央付近に存置する沢筋沿い

の安全に歩行できる場所にルートを

設定し、調査を行うこととする（工

事着手前までに実施する）。 
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鳥類センサスルートの追加検討 ～L2 と L3 の間の縦方向又は横方向のルート設定について～  ＊方法書本編 p.254 の図に加筆 

①L2 と L3 の間の縦方向

のルート（例） 

事後調査での検証を考慮

した沢筋沿いのルート 


